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　石川県教員育成指標（令和４年１２月変更）　＜ステージ１：基礎形成期（若手教員）＞　 ４月 ９月頃 ２月頃

社会性・使命感・教育的愛
情・倫理観

・ 「令和の日本型学校教育」を踏まえた新しい時代における教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務等につ
   いて理解している。
・ 向上心と探究心を持ち、国内外の変化に合わせて常に学び続け、教員としての専門性の向上に努めている。
・ 教育公務員としての崇高な使命を自覚し、その職責を果たすことの重要性を理解している。
・ 児童生徒に対する教育的愛情を持っている。
・ 法令を遵守するとともに、公平・公正に職務を行うための高い倫理観と規範意識を持っている。

豊かな人間性・人権意識・コ
ミュニケーション

・ 豊かな人間性や人権意識を持ち、多様な児童生徒を受容するとともに共感的に傾聴する姿勢を身に付けている。
・ 他の教職員や保護者、地域住民等の思いや考えをよく汲み取るとともに、自らの意見を効果的に伝え、意思の疎
   通を図ることができる。
・ 円満なコミュニケ―ションにより、他者と良好な人間関係を築くことができる。

保護者や地域等との連携協働 ・ 保護者や地域等との連携協働を通じて課題を解決しようとする姿勢を身につけている。

危機管理
　・ 危機管理に関する知識を深め、普段から事故や災害等を想定し、安全確保のための必要な対策を講じることがで
     きる。

構想する力（Ｐ）
  ・ 教科等の専門性に関する知識を深め、学習指導要領に基づき、指導計画を立てることができる。
  ・ 学級や学年の実態から課題を把握し、児童生徒の発達段階に応じた学習の手立てを講じることができる。

実践する力（Ｄ）
  ・ 学習指導に関する技術を高め、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点を踏まえ、ねらいに応じた授業を
     展開することができる。

評価する力（Ｃ）   ・ 評価に関する知識を深め、学習状況を適切に評価し、授業を検証することができる。

改善する力（Ａ）   ・ 自己の課題を自覚し、他者からの助言を生かして授業改善を進めることができる。

児童生徒理解   ・ 児童生徒理解に関する知識を深め、個々の児童生徒の背景を理解することができる。

児童生徒指導
  ・ 児童生徒指導に関する知識を深め、児童生徒との信頼関係を築くことができる。
  ・ 児童生徒の課題解決に向けて、組織の一員として連携協働することができる。

集団づくり   ・ 望ましい集団づくりに関する知識を深め、児童生徒間の共感的な人間関係を育てることができる。

キャリア教育・進路指導   ・ 児童生徒が自分らしい生き方を実現するための力の育成に向けて指導をすることができる。

D:特別な配慮や支
援を必要とする児
童生徒への対応

特別支援教育
  ・ インクルーシブ教育について理解を深めるとともに、特別な配慮や支援を必要とする児童生徒の学習上・生活上
     の困難を理解し、障害特性に応じた支援を行うことができる。

教育データの活用 　・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、教育データを適切に活用することができる。

E:ＩＣＴや情報・
教育データの利活
用

ステージごとの資質・能力

  ・ ＩＣＴを日常的、効果的に授業や校務等に活用することができる。
  ・ 児童生徒の実態に応じて、インターネットの利用等に関する、情報モラルの指導をすることができる。

  ・ 組織の一員としての自覚を持って自己の役割を果たすことができる。

A:教職に必要な
素養

授業や校務への活用・児童生
徒等の情報活用能力の育成

学校組織マネジメント

B:学習指導

C:生徒指導

＜石川県 若手教員セルフチェックシート＞

＜年度当初重点課題＞課題と感じているものをA～Eの各カテゴリーにおいて１つ以上選び★マークを記入する。

＜ 中間期 ・年度末 ＞各項目を振り返り自己評価する。　４：身についた　３：ある程度身についた　２：少し身についた　１：身についていない

教諭用


